




「やさしい日本語」にするための12の規則

(11月1 : http//human・ cc.hirosaki―u.ac.」 p/kokugo/EJ9tsukurikata.ujiet htm

弘前大学人文学部社会言語学研究室ホームページ内)

■
１ 難しいことばを避け、簡単な語を使つてください

2 1文 を短くして文の構造を簡単にします。文は分かち書きにしてことばのまとまり

を認識しやすくしてください

3 災書時によく使われることば、知つておいた方がよいと思われることばはそのまま

使つてください

4 カタカナ・外来語 はなるべく使わないてください

5 ローマ字 は使わないてください

6 擬態語や擬音語 は使わないでください

7 使用する漢字や、漢字の使用量に注意してください。すべての漢宇にルビ(ふり

がな)を 振つてください

8 時間や年月日を外国人にも伝わる表記にしてください

9 動罰を名詞化したものはわかりにくいので、できるだけ動詞文にしてください

10 あいまいな表現は避けてください

■
■ 二重否定の表現 は避 けてください

12 文末表現はなるべく統一するようにしてください


